
外国人観光客への
インタビュー

小学生による彦根城ガイド

ボランティアガイドの活動

彦根城を守り伝えるために
彦根城の価値を将来に伝えるための地域の取り組みを紹介します。

次世代に魅力を伝える
彦根市立城西小学校

　総合的な学習の時間を利用して、彦根城や地域の文化に親しむ

学習をしています。4年生は、子どもたち自身がガイドになって、彦根城の

魅力を観光客に伝えています。6年生は、外国人観光客へのインタ

ビューも行いました。地域の良さを知って、将来は地域を担う存在に

なってほしいと考えています。（幸校長先生のお話）
ゆき

来訪者に魅力を伝える
彦根ボランティアガイド協会

　彦根城を訪れるお客様に、みどころを解説しています。彦根城といえ

ば天守が有名ですが、みどころはたくさんあり、たとえば石段のつくり方

に注目して歩いても様 な々発見があります。外国からのお客様には、城

づくりの技術を活かしながら、260年間平和な時代が続いたことの素晴

らしさを伝えたいと思っています。（宮下会長のお話）
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「彦根城世界遺産登録 意見交換・応援1000人委員会」会員募集！
　彦根城の世界遺産登録に向けて、市民・県民や行政・企業・有識者が一体となって、情報共有・意見交換を行い、応援する団体です。

会員の皆様には、世界遺産に関するセミナーやイベント、委員会の総会などの案内をいたします。ぜひ1000人委員会のメンバーとして、世界遺

産登録や文化遺産を活かしたまちづくりへのご賛同をお願いします。彦根市外・滋賀県外の方もご参加いただけます。

●入会申込方法（メール）
タイトルを「1000人委員会申込」とし、下記のアドレスまでメールでお申し込みください。
氏名、住所、電話番号、メールアドレスをお伝えください。

彦根市文化財課 彦根城世界遺産登録推進室
hikone-wh@ma.city.hikone.shiga.jp

彦根城を
世界遺産に
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天守（国宝）
城の中心にそびえるシンボル。

大きな飾り屋根を複雑に組み

合わせたデザインは、遠くから

でもよく見えるための工夫です。

表御殿跡
藩主の住まいで、政治の方針

決定や儀式をするところです。

彦根城博物館の地下に遺構

が保存されています。

表御殿能舞台
能は儀式のときに上演され、藩

主と家臣がともに鑑賞しました。

本物の能舞台が城の中に

残っているのは、全国で彦根

城だけです。

城といえば戦いのためにつくられた軍事施設というイメージがあり

ますが、江戸時代は戦いのない時代で、城は政治をするための

拠点として機能しました。天守を中心に、藩主の住む御殿、重臣たちの住む屋

敷が配置され、藩主と重臣はともに政治を担いました。城内につくられた庭園

は、藩主や重臣らが和歌、茶の湯、武芸などを実践するところでした。藩校で

は、家臣たちが学問と武芸を学びました。江戸時代の城は、秩序ある安定した

社会をつくるための機能が集められ、一体化していたことに特徴があります。
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江戸時代の城は
どんなところだった？

江戸時代、井伊家が彦根藩領の政治をする拠点となったのが

彦根城です。彦根城といえば国宝の天守がシンボルですが、それ

だけでなく、二重の堀に囲まれた全体構造と、御殿・重臣屋敷・庭園・藩校など

の建物や遺構が一体となって保存されています。江戸時代に藩の拠点となっ

た城は全国で約150ありましたが、城全体の保存状態が最も良く、江戸時代の

政治体制をあらわす「代表例」といえるのが彦根城なのです。

Ａ

なぜ彦根城が
「代表例」といえるの？

Ｑ 世界遺産とは？

世界遺産は、人類全体の価値ある遺産を世界が協力し

て保護することを目的としています。人類全体にとって、

将来にわたって価値があると認められたものが世界遺産一覧表に

記載されます。世界遺産には、人類の歴史が生み出した遺跡や建築

などの文化遺産、地球の生成や動植物の進化を示す自然遺産、その

両方の価値を兼ね備えた複合遺産があります。

Ａ
Ｑ 世界遺産になるには？

彦根城は、1992年、暫定一覧表に記載されて世界遺産

の候補になりました。正式な推薦のためには、世界遺産と

しての価値とそれを保護・管理するための計画を詳しく説明した「推薦

書」という文書が必要です。現在、滋賀県と彦根市が協力して推薦書

原案の作成を進めています（2020年3月、第1稿を文化庁へ提出しまし

た）。推薦書が完成し、国内で推薦候補に選ばれると、国からユネスコ

に推薦書が提出され、諮問機関の審査を経て、世界遺産委員会で

登録の可否が決定します。

Ａ

Ｑ 世界遺産に登録する意義は？

まず、世界遺産登録を目指す過程で、彦根城と周辺環

境を一体的に守っていく仕組みをつくることが重要です。

その上で、彦根城を人類共通の遺産にすることによって、世界中の人に

その価値を知られるようになり、滋賀と世界との新しい結びつきが生まれ

ます。地域住民にとっては、地域の魅力を再発見するきっかけになるで

しょう。世界遺産登録によって歴史的な遺産を確実に継承し、滋賀の

歴史的・文化的な魅力を世界に伝えるとともに、文化遺産を活かした

地域の持続可能な発展を目指します。

Ａ
暫定一覧表に記載される【1992年】

▼
推薦書原案の作成【現在作業中】

▼
国内で推薦候補に選ばれる／ユネスコに推薦書を提出

▼
諮問機関（イコモス）による審査

▼
世界遺産委員会で審議、登録決定【目標：2024年】

槻御殿
表御殿に次ぐ２番目の御殿です。

江戸時代の建物が残っている

御殿は、全国でもわずかしかなく、

貴重です。

けやきごてん玄宮園
江戸時代の絵図のままの景色が残る大

名庭園です。美しい景色を楽しむだけで

なく、藩主と家臣が和歌、茶の湯、武芸

などを実践するところでした。（表紙写真）

げんきゅうえん

埋木舎
藩主の跡継ぎ以外の男子を育て

るための屋敷で、井伊直弼が暮ら

したところです。屋敷全体の建物

や庭が当時のまま残っています。

うもれぎのや

重臣屋敷跡
天守と御殿を取り囲む形で、藩主

とともに政治を担った重臣たちの

屋敷が配置されました。旧西郷屋

敷長屋門（写真）は、現存する全

国の長屋門の中でも最大級です。 


